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九
月
十
九
日
 

（
金
）
晴
。
午
 

ー
前
六
時
、
色
づ

い
た
田
ん
ぼ
が

朝
霞
に
包
ま
れ

る
な
か
を
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ

ー
 

に
向
う
。
す
で

に
昭
梅
会
『
会
長
片
岡
正
推
）
 

の
方
々
四
十
余
名
が
作
業

に
入

っ
て
い
る
。
ご
婦
人
方

の
姿
も

大
分
見
え
る
 
こ
こ
に
は
二
千

ヒ
百
本
余
の
梅
、
杏
が
植
栽
さ

れ
て
い
る
が
、
上
質
が
悪
か
っ

た
り
、
水
気
が
多
か
り
た
り
で
、
 

成
育
状
態

の
よ
く
な
い
も
の
が

大
分
見
う
け
ら
れ
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
植
え
替
え
や
新
植
の
た

め
の
穴
を
堀
り
、
L
を
替

え
、
 

堆
肥
を
入
れ
る
地
捨
え
の
元
け業

を
昭
梅
会
に
今
日
は
奉
仕
し

て

い
た
だ

い
て
い
る
の
で
あ

る
。
 

す
で
に
昨
日
か
ら
準
備
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、
 ユ
ー
ポ
 

ー
、
ス
コ
ッ
パ
ー
な
ど
が
ー
し

い
音
を
切

て
て
排
水
溝
を
堀
っ

て
い
る
。
市
の
方
か
ら
も
上
運

搬
に
ダ

ン
プ
三
台
、
ブ
ル
ー
台
、
 

堆
肥
運
搬
に
、
ン
ョベ
ル
と
小
型

ダ
ン
ブ
各
一
台
が
出
動
し
て
い

る
「
 

午
前
十
時
、
秋
田
議
長
、
泉

谷
副
議
長
と
事
務
打
会
せ
を
し

て
い
た
ら
秋
田
、
櫛
引
両
県
会

議
員
が
兄
え
ら
れ
て
五
所
川
原
 

市
に
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
を

誘
致
す
る
こ

と
で
二
十
ん
日
国
 

へ
陳
情
に
出
か
け
る
と
の
こ
と
。
 

よ
ろ
し
く
ご
助
力
を
お
願
い
す

る
。
 

そ
の
あ
と
、
商
工
観
光
課
長

か
ら
雇
用
促
進
住
宅

の
状
況
報

告
を
う
け
、
さ
ら
に
建
設
、
農

林
、
都
市
計
画
、
財
政
用
度
、
 

情
報
の
各
課
長
な
ら
び
に
教
委

事
務
局
に

フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ

ー
 

の
梅
を
な
ん
と
か
戒
功
さ
せ
る

た
め
に
午
後
か
ら
各
課
数
名
づ

つ
の
職
員
の
動
員
を
指
示
、
都

市
計
画
課
江
黒
技
師
と
市
の
緑

化

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
 
いて

打
合
せ
を
す
る
。
 

午
後
一
時
半
、
第
十
八
回
五

所
川
原
市
社
会
福
祉
大
会
に
畠

席
。
三
時
再
び

フ
ラ
ワ

ー
セ
ン

タ
ー
に
ゆ
き
、
三
上

フ
ラ
ワ

ー
 

セ
ン
タ
ー
所
長
、
三
浦
財
政
用

度
課
長
、
阿
部
商
工
観
光
課
長
、
 

前
田
係
長
、
今
主
事
ら
に
今
後

の
作
業
の
進
め
方
に

つ
い
て
現

地
を
一
巡
し
な
が
ら
指
示
を
す

る
。
農
林
課
で
は
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
栗
の
試
験
林
か

ら
枝
栗
を
採
っ
て
い
た
。
明
日

の
ト
五
夜
に
は
老
人
ホ
ー
ム
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保
育
園
、
小
学
校
等

ハ
贈
る
こ

と
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

午
後
五
時
半
過
ぎ
農
業
セ
ン

タ
ー
へ
ゆ
く
。
俵
元
の
市
道
拡

巾
で
取
り
除
か
れ
た
サ
ワ
ラ
垣

の
移
植
の
状
況
を
み

る
た
め
で

あ
る
。
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迎
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ま
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よ
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介
護
し
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た
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彰

し
ま
し
た
。
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舞
踊
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。
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「嘉しらせ 1 

「行
政
相
談
週
間
」
で
 

」4
 役

所
の
仕
事

で
お
困

り
の
こ
と
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
、
あ
」
らた
め
て

ほ
し
い
こ
と
、
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
次
の
方
 

小山市教育長に目録を渡す中村社長 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に

つ
い
て
の

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
 
⑤4321番 

あ
げ
る
な
ら
 

雷
線
か

、
り
 

は
は
飢
た

と
こ
ろ
で
 

魂
轍
 

 

第
八
回
市
民
 

サ
イ
ク
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
 

    

    

市
民
体
力
診
断
 
4
 

テ
ス
ト
 

・ー
 

「
と
き
 
十
月
ト
日
一

只
一
ー
 

の
H
〕
午
前
九
時
か
ら
（
集
合
 

マ
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お

ま

つ
り
「
場
一
 
（集
合

〕
 

マ
お
申
込
み
 
十
月
七
日
ま

で
、
市
教
育
委
員
会
「
太
陽
と

雪
の
課
 
へ
 

参
加
者
は
 
中
子
生
以
上
（
 

父
兄
同
件
な
ら
小
」Jr
四
年
生
か

ら
）
【
．ス
ボ
ー
ノ
傷
害
保
険
料

と
し
て
百
円
必
要
で
す

J
 

な
お
，
詳
し
く
は
、
 
一太
陽
 

と
雪
の
課

潮

い
ま
す
 

 

ノ、 

お 
問 
し、 

F- 
、7, 

わ 
・f・ 

ー
 
五
一
中
校
で
巡
 

ー
 
回
ラ
ジ
オ
体
操
 

日
本
放
送
協
金
な
ど
E
催
の
．
 

「特
別
巡
回
ラ
ジ
ォ
体
操
」
が
、
 

十
月
十
H

（体
育

の
ロ
〕
」
ト前
 

六
か
ー
・
『
？
ら
五
所
川
原
第
一
巾

議
庭
で
お
二
な
わ
れ
ま
す
」
 

六
時
十
分
か
ら
準
備
体
 

操
〕
 ー

ラ
ジ
ォ
体
操
」
は
，
K
H
 

K
ラ
ジ
ォ
第
一
放
送
か
ら
全
国

放
送
さ
れ
ま
す
り
 

講
師
 
青
山
敏
彦
、
ビ
ーr
/I
 

人
久
保
二
郎
の
各
氏
 

な
お
，
当
目
雨
天
め
場
合
‘"（
、
 

同
校
体
青
館
で
お
こ
な
い
ま
も

の
で
，
 一
般
市
民
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
ー
して
お
り
ま
す
A【
 

‘ー
 5
0
年
ス
ポ

l

ツ
ー
 

・

ー

賞
表
彰
式
 

ー
ー
 

市
の
、
 
五
ト
年
ス
ポ
ー
ッ

賞
」
の
表
彰
式
は
、
十
月
十
日
 

（
一
体
育
の
H
〕
午
前
十
時
か
ら

市
民
文
化
会
館
二
階
で
お
こ
な

わ
れ
ま
す
、
 

▽
主
催
 
市
教
育
委
員
会

▽
と
き
 
十
月
ト

日
（
体
育
の

日
）
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

▽
対
象
者
『
 
（般
市
民
（
と
く

に
壮
、
老
年
者
、
職
場
ぐ
る
み

を
駄
迎
し
ま
す
）
 

ワ
参
加
料
 
無
料
で
す
 

▽
測
定
内
容
 
（
l
）
ス
ポ

ー
 

ツ
テ
ス
ト

（少
年
を
対
象
）
 

(
2
）
体
力
診
断

テ
ス
ト

（
青

壮
、
老
年
を
対
象
）
 

▽
お
申
込
み
 
十
月
九
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
会
太
陽
と
雪
の

課
へ
 

な
お
、
体
力
診
断
を
受
け
る

際
は
ズ
ッ

ク
、
汗
フ
キ
タ
才
ル

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
（"
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
一
 
力
く
だ
さ
い
 

鷺鷲難 役
所
に

対
す
る
苦
情
は
 

行

政

相
談
委

員
へ
 

一
 

 3
1

一・
一
 
！
I

一1
1

?
r
‘
日
？
 

一
け
I

一こ
，
r

〒
・
た」ー
鳴
刊眼
 

市
教
青
振
興
会
に
 

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
な
お
、
料
金
は
無
料
で
す
。
 

行
政
相
談
委
員
 

市
内
大
字
姥
や
ち
字
桜
木
 

坂
本
甚
作
氏
（
電
話麟
 

三
O
四
八
番
）
 

市
内
字
寺
町
 

成
田
栄
一
氏
（
電
話
④
 

一
二。
二
八
番
）
 

青
森
行
政
監
察
局
 

青
森
市
青
柳
町
一
丁
目
七

ー
 

（電
話
、
青
森

（O

一
七
七
 

）
鷺
三
三
五
五
番
）
 

十
月
十
六
日

（
木
）
、
十
七
 

株
式
会
社
一
中
三
」
デ
パ

ー
 

ト

（中
村
伸
太
郎
社
長
）
は
、
 

開
業
ニ
ト
五
周
年
を
記
念
し
で

さ
る
八
月
三
十
日
、
財
団
法
人
 

「市
教
育
振
興
会

」
に
現
金
百

万
円
を
寄
贈
し
ま
L
た
。
 

教
育
振
興
会
に

ーJ
 

記
念
寄
付
1
2
件
ー
」
 

な
お
、
財
団
法
人
「
市
教
育

振
興
会
」
 
には
、
過
去
三
カ
年

間
に
一
般
市
民
か
ら
次
の
名
称

の
記
念
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
の

で
報
告
‘
》ま
す
“
 

「マ
閏
業
記
念
 
二
件
v
米
寿
 

J
ど
 
一
件
▽
叙
勲
記
念
 
一
 

ー
 
荒
院
記
念
 
一
件
▽
還
暦

記
念
 

一
件
ワ
長
寿
祝
賀
記
念
 

一
件
▽
結
婿
記
念
 
二
件
▽

香
典
返
し
 

一
件
▽
媒
酌
人
記

念
 
一
件
▽
退
職
記
念
 
．

件
 
 

日

（
金
）
の
両
日
、
市
生
活
環

境
課
に
お
い
で
坂
本
、
成
田
両
 

相
談
委
員
が
相
談

に
応
じ

ま
す
。
 

十
月
十
二
日
（
日
」
か
ら
十
  

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
一一

 

八
日

一
土
）
ま
で
の
一
週
間
は
、
 

み
な
さ
ん
の
秘
密
を
守

り
、
 


